
様式第２号（第７条関係） 
会 議 録 

会 議 の 名 称 平成２７年度 第２回川島町子ども・子育て会議 

開 催 日 時 平成２８年２月２５日（木）午前１０時～正午 

開 催 場 所 川島町コミュニティセンター２階 大会議室 

議 題 

（１）「かわじま子育て応援プラン」の進捗管理等について 

（２）川島町子育て支援拠点施設整備計画について 

（３）川島町子どもの遊び場整備事業について 

（４）その他 

公 開・非公 開の別 公開（傍聴人１人） 

非 公 開 の 理 由 
（非公開の場合のみ） 

 

出

席

者 

委 員 
中谷茂一、高倉富美子、牛村節子、粕谷克己、小林紀子、蓮見重人、 
中川まり子、杉本美保、石津瑞枝、北川由実、鈴木恵美 

事 務 局 職 員 子育て支援課 渡辺英夫、松本竹司、矢島史康 

配 布 資 料 
資料１ 第２回 川島町子ども・子育て会議スライド資料 

資料２ 平成 27年度かわじま子育て応援プラン事業実施状況 

資料３ 川島町子どもの遊び場整備事業費補助金交付要綱 

審議会等の内容・概要 

１ 開会 

・司会から、本日の会議は公開である旨を説明した。 

 

２ あいさつ 中谷茂一会長 

 

３ 議題 

（１）「かわじま子育て応援プラン」の進捗管理等について（資料１・２） 

・事務局より、平成２７年度の事業実施状況、実績を説明した。 

（２）川島町子育て支援拠点施設整備計画について 

・事務局より、川島町子育て支援拠点施設整備計画について、説明した。 

（３）川島町子どもの遊び場整備事業について（資料３） 

・事務局より、川島町子どもの遊び場整備事業の概要、今年度の実施状況を説明した。 

（４）その他 

・会議録の署名委員は蓮見委員と中川委員に決定した。 

 

４ 閉会 渡辺英夫 

 



 ご意見まとめ  

「かわじま子育て応援プラン」の進捗管理等について 
【委 員】役場新庁舎には子どもが遊べるキッズスペースや授乳室があり、便利である。授乳室に電子

レンジを用意することで離乳食を温めることもでき、さらに便利になるのではないか。 
【事務局】担当課と確認し、検討する（２６日に設置済）。 
【委 員】現在、放課後児童クラブでは子どもの数が多く、指導員不足である。計画上ではニーズ量に

対して確保できているということだが、現場に出向いて生の声を取り入れたうえで、審議を

していただきたい。 
【委 員】利用者の声は重要で、アンケートなどを実施してみてはどうか。 
【事務局】アンケートの内容等も協議し、検討していく。 
【委 員】子ども向けの絵本や教育ＤＶＤなどの導入を積極的に実施していただきたい。 
【事務局】子育て支援拠点施設での導入を検討していく。 
【委 員】町内の外灯が少ないので増設をしていただきたい。 
【事務局】担当課と協議し、設置場所も踏まえて検討していく。 
【委 員】町立さくら保育園内の地域子育て支援センターは事前予約が必要で、利便性が悪いので改善

していただきたい。 
【事務局】以前から要望もあり、現在では予約不要の日程を設け、試験的に実施している。今後、更な

る改善を検討していく。 
【委 員】町内の公園の環境が悪く、トイレのガラスが割れていたりするので、管理をしっかりしてい

ただきたい。 
【事務局】都市公園（平成の森公園など）については町管理で、児童遊園地（各地区集会所の付近など）

は地元管理としている。破損して放置されてしまっているものについては、担当課とも協議

し、早急に対応する。 
【委 員】子育て支援拠点施設には食育の観点から、親子で使える調理設備等を導入していただきたい。 
【事務局】備品での対応を検討していく。 
【委 員】食に関する教育は、子どもにも良い影響を与えるので、ぜひ普及していただきたい。 
【委 員】地区によっては外国人の町民が増加しており、地域コミュニティへの参加が困難で孤立して

いる家庭も見受けられる。そのようなかたに特化した支援はあるか。 
【事務局】現在、外国人のかたに特化した事業はない。今後、協議していく。 
【委 員】多国言語のパンフレットなどを導入していただきたい。 
【事務局】ボランティアで英語、中国語、スペイン語のゴミ出しの手引きは作成したが、今後、拡大で

きるよう検討していく。 
【委 員】子育て支援医療費が、２０歳まで対象としている地域も他県にはある。検討をしていただき

たい。 

【事務局】川島町では中学校卒業（１５歳の年度末まで）までを対象としているが、他市町村の状況を

踏まえ、検討していく。 
【委 員】評価項目については、非情に厳しく評価していると見受けられる。未実施のものは協議した

うえ、実施に向けて検討していただきたい。また、計画で計上したニーズ量に対し、実績が

ない事業についても、潜在ニーズの可能性もあるので、今後も協議していただきたい。 
 
  




